
§基本情報
①件数（区別） ②相談受付時期（月）

③受付機関

Ⅰ．相談（通報）について
（１）相談者（通報者）の属性（複数回答あり）

令和３年度障害者虐待統計集計表（養護者による虐待）

合計47件

59 56 57
53

38

52
47

61

0

10

20

30

40

50

60

70

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

件
数

養護者による障害者虐待に関する

相談・通報件数の推移

西区, 14

北区, 6

見沼区, 3

中央区, 1桜区, 8

浦和区, 10

南区, 8

緑区, 2

岩槻区, 9

合計61件

４月, 9

５月, 5

６月, 4

７月, 7

９月, 6

１０月, 9

１１月, 7

１２月, 4

１月, 3

２月, 3 ３月, 2 前年度継続事案, 2

合計61件

支援課, 43

障害者生活支援センター, 18

合計61件

16.4%
1.6%
1.6%
1.6%

6.6%
3.3%

9.8%
50.8%

4.9%
1.6%

6.6%
1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

本人.10
母.1
姉.1

その他の親族.1
医師・医療機関従事者.4

相談支援専門員.2
障害者福祉施設従事者.6

警察.31
市行政職員.3

介護事業所ヘルパー.1
その他.4
不明.1

N=61
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（２）被虐待者について
①被虐待者の障害種別（複数回答あり） ②被虐待者の障害等級（複数回答あり）

③被虐待者の障害支援区分 ④被虐待者の性別

⑤被虐待者の年齢 ⑥被虐待者の援護地

⑦障害福祉サービス等の利用状況（複数回答あり） ⑧被虐待者の行動障害の有無

男, 21

女, 40

合計61件

3.3%
1.6%
1.6%

27.9%

55.7%4.9%
1.6%

9.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

肢体不自由.2

聴覚障害.1

内部障害.1

知的障害.17

精神障害（発達障害を除く）.34

発達障害.3

高次脳機能障害.1

その他.6

N=61

9.8%

31.1%

36.1%

4.9%

8.2%

18.0%

0% 10% 20% 30% 40%

1級（ ）.6

2級（A).19

3級（B).22

4級（C).3

障害はあるが、等級なし.5

その他.11

N=61

区分2, 5
区分3, 3

区分4, 6

区分5, 6

区分6, 1区分なし, 39

不明, 1

合計61件

就学前, 1 小学生, 2

18・19歳, 3

20～24歳, 5

25～29歳, 
7

30～34歳, 8

35～39歳, 340～44歳, 11

45～49歳, 6

50～54歳, 4

55～59歳, 8

60～64歳, 2

65歳以上, 1

合計61件 当該区, 58

埼玉県内他市町村, 1 県外, 2

合計61件

39.3%

3.3%

18.0%

11.5%

1.6%

45.9%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

障害者総合支援法上の

サービス.24

児童福祉法上のサービス.2

自立支援医療.11

地域生活支援事業の

サービス.7

市単独事業のサービス.1

利用なし.28

不明.1

N=61

①強い行動障害がある（障害支

援区分３、行動関連項目１０点以

上（または障害程度区分３、行動

関連項目８点以上））, 2

②認定調査を受けてい

ないが、①と同程度の行

動障害がある, 1

③行動障害がある

（①、②に該当しない

程度の行動障害）, 3

④行動障害が

ない, 47

不明, 8

合計61件

2



⑨虐待者との同居・別居 ⑩被虐待者の世帯構成

（３）虐待者について
①虐待者の続柄（複数回答あり） ②虐待者の年齢

③虐待者の性別 ④虐待者の障害の有無

Ⅱ．虐待対応について
（１）相談内容について
①虐待の類型（複数回答あり） ②虐待の程度

虐待者との同居, 52

虐待者との別居, 9

合計61件

単身, 5
配偶者と同居, 8

配偶者及び

子と同居, 12

両親と同居, 4

両親及び兄弟姉妹と同居, 10父親と同居, 2

父親及び兄弟

姉妹と同居, 1

母親と同居, 6

母親及び兄弟

姉妹と同居, 1

子と同居, 1 その他, 11

合計61件

19.7%
23.0%

26.2%
9.8%

1.6%
3.3%
3.3%

1.6%
3.3%

8.2%
8.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

父.12
母.14
夫.16
妻.6

息子.1
兄.2
弟.2
姉.1
妹.2

その他の親族.5
不明.5

N=61

18～29歳, 9

30～39歳, 9

40～49歳, 17

50～59歳, 9

60～64歳, 3

65～74歳, 8

75歳以上, 8 不明, 3

合計66件

男, 42

女, 24

合計66件
障害はない, 43

肢体不自由, 1

知的障害, 6

精神障害（発達障害を除く）, 8 その他, 8

合計66件

77.0%

1.6%

26.2%

8.2%

11.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体的虐待.47

性的虐待.1

心理的虐待.16

放棄・放置（ネグレクト）.5

経済的虐待.7

N=61

6.6%

19.7%

34.4%

55.7%

8.2%

0% 20% 40% 60%

最重度.4

重度.12

中度.21

軽度.34

問題無.5

N=61
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③介入の緊急度 ④身体的虐待の場合、身体拘束の有無

⑤経済的虐待の内容 ⑥相談・通報・届出内容に関する対応方針の協議
　を行う体制（複数回答あり）

（２）事実確認の状況について
①対応内容について ②事実確認調査が未実施の内訳

③調査不要と判断した理由 ④事実確認調査を実施した場合、実施までの日数

有り, 1

無し, 46合計47件

非常に高い, 6

やや高い, 8

状況の推移次第, 8やや低い, 2

低い, 37

合計61件

障害年金, 4老齢年金, 1

その他, 2

合計7件

95.1%

29.5%

44.3%

29.5%

0% 50% 100%

市職員が参加した.58

市職員（管理職）

が参加した.18

障害者生活支援センター

職員が参加した.27

その他.18

N=61

訪問調査により事

実確認を実施, 21

関係者からの情報収集のみ

で事実確認調査を実施, 26

一次相談のみ実施（事実

確認調査は未実施）, 2

他機関との情報共有のみ実施

（事実確認調査は未実施）, 12

合計61件
明らかに虐待ではなく、

調査不要と判断, 10

事実確認調査の要否

を検討中, 3
他部署等への引継ぎ, 1

合計14件

相談者・通報者の心配や、

届出者の不平・不満と考え

られる事例だった, 2

その他, 8

合計10件

その他・・・

警察からの通報。警察から

聴き取った通報時の状況を

踏まえ、緊急性は低く現時

点での介入は不要と判断し

た。 等

0日（当日）, 13

1日（翌日）, 3

2日, 13～6日, 12

7～13日, 9

14～20日, 4

21～27日, 3 28日以上, 2

合計47件
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⑤事実確認調査を実施した場合、実施した場所 ⑥虐待の有無の判断を行う体制（複数回答あり）

【（２）③で虐待の事実が認められた場合】
⑦虐待の事実確認の結果（＝虐待の有無）について

⑧虐待の発生要因や状況【虐待者】（複数回答あり） ⑨虐待の発生要因や状況【被虐待者】
　（複数回答あり）

⑩虐待の発生要因や状況【家庭環境】（複数回答あり） ⑪過去の虐待の有無

自宅（同居）, 21

自宅（別居）, 2施設, 5

病院, 1

その他, 18

合計47件

87.2%

34.0%

46.8%

17.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市職員が参加した.41

市職員（管理職）

が参加した.16

障害者生活支援センター

職員が参加した.22

その他.8

N=47

虐待の事実が認められた, 35

虐待の事実は認め

られなかった, 3

虐待の事実を判断するに

は至らなかった, 9

合計47件

22.9%

48.6%

11.4%

28.6%

25.7%

37.1%

17.1%

28.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

虐待者の介護疲れ.8

虐待者の知識や情報の不足.17

虐待者の飲酒やギャンブル等への

依存の影響.4
虐待者の介護等に関する強い不安や

悩み・介護ストレス.10

虐待者が過去に虐待を行ったことがある.9

虐待者が虐待と認識していない.13

虐待者の障害、精神疾患や

強い抑うつ状態.6

虐待者側のその他の要因.10

N=35

57.1%

8.6%

42.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

被虐待者の介護度や

支援度の高さ.20

被虐待者の行動障害.3

被虐待者側の

その他の要因.15

N=35

94.3%

14.3%

34.3%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭における被虐待者と虐待者の

虐待発生までの人間関係.33

家庭における経済的困窮

（経済的問題）.5

家庭内に複数人の障害者、

要介護者がいる.12

家庭におけるその他の要因.2

N=35

過去に虐待認定

されていた, 6

虐待認定はされて

いないが虐待兆候

の把握があった, 8

虐待兆候は把握され

ていなかった, 8

不明, 13

合計35件
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（３）分離の実施について
①分離・保護の実施の有無について ②分離方法について

③面会の制限について ④分離先の存する自治体について

⑤分離先の施設等について ⑥分離を決定してから実施するまでの期間

制限を行った, 4

制限は行わなかった, 2

合計6件
市内, 5

市外（埼玉県内）, 1

合計6件

虐待者からの

分離を実施, 6

虐待者からの分離

をしていない, 23

分離も含め対応に

ついて検討中又は

調整中, 2

その他, 4

合計35件

やむをえない事由等

による措置を実施, 3

それ以外の方法

による一時保護, 1

その他, 2

合計6件

障害者支援施設, 3

その他, 3

合計6件
通報当日中, 4

3日以内, 1

1ヶ月以内, 1

合計6件
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⑦分離から次の処遇に至った期間 ⑧分離先からの帰住先

⑨事案の対応（複数回答あり）

（４）権利擁護に関する対応について
①成年後見制度の利用について ②成年後見制度を利用した場合、市長申立の利用有無

成年後見制度

利用開始済, 1

利用していない, 60合計61件

1ヶ月以内, 3

3ヶ月以内, 2

継続中, 1

合計6件

自宅（虐待者と同居）, 1

グループホーム等, 1

その他, 4

合計6件

100%

83.3%

16.7%

16.7%

16.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人（相談者）や養護者に対する

傾聴・助言・指導.6

本人（相談者）や養護者に対する

情報提供・他部署へのつなぎ.5

養護者が介護負担軽減等のための

事業に参加.1

被虐待者が新たに

障害福祉サービスを利用.1

再発防止のための定期的な見守り.1

N=6

利用した, 1合計1件
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§各区の対応状況
①件数（区別） ②相談受付時期（月）

③受付機関

Ⅰ．相談（通報）について
（１）相談者（通報者）について
①相談者（通報者）の属性（複数回答あり） ②　①の障害者福祉施設従事者の内訳

令和３年度障害者虐待統計集計表（障害者福祉施設従事者による虐待）

合計20件

10 12
16

22

36

22 20

34

0
5

10
15
20
25
30
35
40

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

件
数

施設従事者による障害者虐待に関する

相談・通報件数の推移

西区, 3

北区, 9

見沼区, 3
中央区, 3桜区, 2

浦和区, 1

南区, 3

緑区, 5

岩槻区, 1

その他, 4

合計34件

４月, 7

５月, 4

６月, 1

７月, 3
９月, 3１０月, 3

１１月, 1

１２月, 4

１月, 1

２月, 2

３月, 5

合計34件

支援課, 12

障害者生活支援センター, 8

障害支援課, 14

合計34件

他の施設・事業所の職員, 4

当該施設・事業所サービス

管理責任者, 6

当該施設・事業所の

その他職員, 3

当該施設・

事業所元職員, 1

当該施設・事業所設置者・

管理者, 2

合計16件

20.6%
8.8%

2.9%
2.9%
2.9%

47.1%2.9%
2.9%
2.9%
2.9%

8.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

本人,7

母,3

夫,1

近隣住民・知人,1

相談支援専門員,1

障害者福祉施設従事者,16

市行政職員,1

他自治体行政職員,1

成年後見人等・権利擁護センター,1

支援者（団体等）,1

その他,3

Ｎ＝34
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（２）被虐待者について
①被虐待者の障害種別（複数回答あり） ②被虐待者の障害等級（複数回答あり）

③被虐待者の障害支援区分 ④被虐待者の性別

⑤被虐待者の年齢 ⑥被虐待者の援護地

⑦障害福祉サービス等の利用状況（複数回答あり） ⑧被虐待者の行動障害の有無

区分1, 1 区分2, 1

区分3, 5

区分4, 3

区分5, 1

区分6, 9

区分なし, 4

不明, 10

合計34件

男, 17
女, 15

不明, 2

合計34件

小学生, 1 15～17歳
（中学生を除く）, 2

18・19歳, 1

20～24歳, 4

25～29歳, 4

30～34歳, 5
35～39歳, 2

40～44歳, 3

45～49歳, 2

50～54歳, 1

55～59歳, 3

60～64歳, 4
不明, 2

合計34件

当該区, 28

埼玉県内他市町村, 2

県外, 3 不明, 1

合計34件

①強い行動障害がある（障害支援区分３、

行動関連項目１０点以上（または障害程度

区分３、行動関連項目８点以上））, 6

②行動障害がある（①に該

当しない程度の行動障害）, 3
③行動障害がない, 20

不明, 5

合計34件

94.1%

5.9%

14.7%

17.6%

5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者総合支援法上の

サービス,32
児童福祉法上の

サービス,2

自立支援医療,5

地域生活支援事業の

サービス,6
市単独事業の

サービス,2

Ｎ＝34

20.6%

61.8%

20.6%

2.9%

11.8%

0% 20% 40% 60% 80%

肢体不自由,7

知的障害,21

精神障害

（発達障害を除く）,7

高次脳機能障害,1

その他,4

Ｎ＝34

26.5%

20.6%

29.4%

14.7%

8.8%

17.6%

0% 20% 40%

1級（ ）,9

2級（A),7

3級（B),10

4級（C),5

障害はあるが、等級なし,3

不明,6

Ｎ＝34
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（３）虐待者について
①対象施設・事業所の種別 ②職名又は職種（複数回答あり）

③雇用形態 ④虐待者の年齢

⑤虐待者の性別 ⑥虐待者の障害の有無

Ⅱ．虐待対応について
（１）相談内容について
①虐待の類型（複数回答あり） ②虐待の程度（複数回答あり）

障害者支援施設, 4

居宅介護, 1

生活介護, 2

就労継続支援

A型, 1

就労継続支援B型, 3

共同生活援助, 19

移動支援事業所, 1

放課後等デイサービス, 1
その他, 2

合計34件

正規雇用, 17

非正規雇用, 4

不明, 15

合計36件

18～29歳, 2 30～39歳, 2

40～49歳, 3

50～59歳, 1

65～74歳, 2

不明, 26

合計36件

男, 14

女, 16

不明, 6

合計36件

障害はない, 29

発達障害, 1

その他, 6

合計36件

23.5%

5.9%

2.9%

23.5%

2.9%

2.9%

23.5%

11.8%

8.8%

0% 10% 20% 30%

サービス管理責任者,8

管理者,2

設置者・経営者,1

生活支援員,8

就労支援員,1

サービス提供責任者,1

世話人,8

その他従事者,4

不明,3

Ｎ＝34

52.9%

2.9%

52.9%

2.9%

0% 20% 40% 60%

身体的虐待,18

性的虐待,1

心理的虐待,18

放棄・放置（ネグレクト）,1

Ｎ＝34

2.9%

26.5%

70.6%

11.8%

0% 20% 40% 60% 80%

最重度,1

中度,9

軽度,24

問題無,4

Ｎ＝34
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③介入の緊急度 ④身体的虐待の場合、身体拘束の有無

⑤相談・通報・届出内容に関する対応方針の協議体制（複数回答あり）

（２）事実確認の状況について
①対応内容について ②事実確認調査が未実施の内訳

③事実確認調査を実施した場合、実施までの日数 ④事実確認調査を実施した場合、実施した場所

非常に高い, 1

状況の推移次第, 5

やや低い, 10

低い, 18

合計34件

有り, 3

無し, 15

合計18件

訪問調査により事

実確認を実施, 18

関係者からの情報収集のみ

で事実確認調査を実施, 15

一次相談のみ実施（事実

確認調査は未実施）, 1

合計34件 他部署等への引継ぎ, 1
合計1件

0日（当日）, 13

1日（翌日）, 32日, 1

3～6日, 6

7～13日, 7

14～20日, 2
28日以上, 1

合計33件

自宅, 2

施設, 17

その他, 
14

合計33件

85.3%

26.5%

29.4%

5.9%

0% 50% 100%

市職員が参加した,29

市職員（管理職）が参加した,9

障害者生活支援センター職員

が参加した,10

その他,2

Ｎ＝34

11



⑤虐待の有無の判断を行う体制（複数回答あり） ⑥虐待の事実確認の結果

⑦虐待の発生要因（複数回答あり）

（３）分離の実施について
①分離・保護の実施の有無について ②分離方法について

③面会の制限について ④分離先の存する自治体について

N=8

虐待の事実が認められた, 13

虐待の事実は認められなかった, 5

虐待の事実を判断する

には至らなかった, 15

合計33件

虐待者からの分離を実施, 5

分離の必要があった

が、分離できなかった, 2

分離も含め対応につい

て検討中又は調整中, 1

その他, 5

合計13件

契約による障害福祉

サービス等の利用, 2

その他, 3

合計5件

制限は行わなかった, 5
合計5件

市内, 3

市外（埼玉県内）, 2

合計5件

84.8%

24.2%

27.3%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市職員が参加した,28

市職員（管理職）が

参加した,8

障害者生活支援センターの

職員が参加した,9

その他,2

Ｎ＝33

46.2%

46.2%

69.2%

23.1%

30.8%

0% 20% 40% 60% 80%

教育・知識・介護技術等に関する問題,6

職員のストレスや感情コントロールの問題,6

倫理観や理念の欠如,9

虐待を助長する組織風土や職員間の関係性の悪さ,3

人員不足や人員配置の問題及び関連する多忙さ,4

Ｎ＝13
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⑤分離先の施設等について ⑥分離を決定してから実施までの期間

⑦分離から次の処遇に至った期間 ⑧被虐待者に行った支援の状況

⑨虐待があった施設・事業所に行った再発防止に向けた支援の状況

（４）権利擁護に関する対応について
①成年後見制度の利用について ②市長申立の利用について

短期入所, 
1

グループホーム、ケアホーム, 3

その他, 1

合計5件

3日以内, 31ヶ月以内, 1

継続中, 1

合計5件

成年後見制度利用開始済, 2

利用していない, 32
合計34件

利用していない, 2
合計2件

3日以内, 2

1週間以内, 1

1ヶ月以内, 1

3ヶ月以内, 1

合計5件

当該施設・事業所を訪問し、施設環境や職員・利

用者の状況等の確認・聞き取りを行った, 3

その他, 2

合計5件

被虐待者が新たに障害

福祉サービスを利用, 3

再発防止のための定期的

な見守りの実施, 1

現在の支援内容を継

続することとした, 1

合計5件

13



§基本情報
①件数（区別） ②相談受付時期（月）

③受付機関

Ⅰ．相談（通報）について
（１）相談者（通報者）の属性

令和３年度障害者虐待統計集計表（使用者による虐待）

合計３件

見沼区, 2

浦和区, 1

合計３件

１２月, 2

１月, 1

合計３件

支援課, 3合計３件

本人, 1

母, 1

就業支援センター・

生活支援センター, 1

合計３件

14



（２）被虐待者について
①被虐待者の障害種別 ②被虐待者の障害等級

③被虐待者の障害支援区分 ④被虐待者の性別

⑤被虐待者の年齢 ⑥被虐待者の援護地

⑦障害福祉サービス等の利用状況 ⑧被虐待者の行動障害の有無

当該区, 3
合計３件

区分なし, 3
合計３件

20～24歳, 1

25～29歳, 1

40～44歳, 1

合計３件

知的障害, 3

合計３件

4級（C), 3

合計３件

男, 3
合計３件

障害者総合支援法上のサービス, 2

利用なし, 1

合計３件
行動障害がない,3

合計３件
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（３）虐待者について
①虐待者の属性 ②虐待者の年齢

③虐待者の性別 ④虐待者の障害の有無

Ⅱ．虐待対応について
（１）相談内容について
①虐待の類型（複数回答あり） ②虐待の程度

③介入の緊急度 ④身体的虐待の場合、身体拘束の有無

勤務先の職員, 3
合計３件

男, 3
合計３件

無し,1
合計１件

障害はない,3
合計３件

40～49歳, 1

60～64歳, 1

65～74歳, 1

合計３件

やや高い, 1

状況の推移次第, 1

低い, 1

合計３件

33.3%

100%

0% 50% 100%

身体的虐待,1

心理的虐待,3

Ｎ＝３

中度, 3

軽度, 1

合計４件
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（２）事実確認の状況について
①対応内容について ②事実確認調査未実施の場合の状況について

③事実確認を行うまでの日数 ④事実確認を実施した場所

⑤虐待の事実確認の結果（＝虐待の有無）について ⑥勤務先への対応、被虐待者の支援について
（複数回答あり）

（３）権利擁護に関する対応について
①成年後見制度の利用について

利用していない,3合計３件

N=1

関係者からの情報収集のみ

で事実確認調査を実施, 2

一次相談のみ実施

（事実確認調査は未実施）, 1

合計３件

明らかに虐待ではなく、

調査不要と判断, 1
合計１件

虐待の事実が認められた, 2
合計２件

100%

100%

50%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤務先に対する

助言・指導,2

勤務先からの改善計画の

提出依頼,2

虐待を行った職員への

注意・指導,1

Ｎ＝２

0日（当日）, 114～20日, 1

合計２件

その他, 2

合計２件

その他…
障害者総合支援センター、

支援課会議室等
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§基本情報
①件数（区別） ②相談受付時期（月）

③受付機関

Ⅰ．相談（通報）について
（１）相談者（通報者）の属性

令和３年度障害者虐待統計集計表（その他の虐待）

見沼区, 1

桜区, 1浦和区, 3

合計５件

5月, 1

9月, 1

2月, 1

3月, 2

合計５件

支援課, 3

障害者生活支援センター, 2

合計５件

警察, 3

介護事業所ヘルパー, 2

合計５件
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（２）被虐待者について
①被虐待者の障害種別（複数回答あり） ②被虐待者の障害等級（複数回答あり）

③被虐待者の障害支援区分 ④被虐待者の性別

⑤被虐待者の年齢 ⑥被虐待者の援護地

⑦障害福祉サービス等の利用状況（複数回答あり） ⑧被虐待者の行動障害の有無

N＝５

区分2, 1

区分6, 1区分なし, 3

合計５件

男, 3

女, 2

合計５件

小学生, 1

20～24歳, 1

25～29歳, 1

40～44歳, 1

60～64歳, 1

合計５件

当該区, 5

合計５件

行動障害がない, 4

不明, 1

合計５件

20%

40%

60%

0% 50% 100%

肢体不自由,1

知的障害,2

精神障害（発達障害を除く）,3

N＝５

40%

40%

20%

20%

0% 10% 20% 30% 40%

2級（A),2

3級（B),2

6級,1

不明,1

N＝５

40%

20%

20%
40%

0% 20% 40%

障害者総合支援法上の

サービス,2

児童福祉法上のサービス,1

地域生活支援事業の

サービス,1

利用なし,2

N＝５
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（３）虐待者について
①虐待者の属性 ②虐待者の年齢

③虐待者の性別 ④虐待者の障害の有無（複数回答あり）

Ⅱ．虐待対応について
（１）相談内容について
①虐待の類型（複数回答あり） ②虐待の程度（複数回答あり）

③介入の緊急度 （２）対応の状況について

学校, 1その他, 4

合計５件

その他…
・事業所を辞めた元職員

・後見人

・元交際相手（別居）

・婚約者

18～29歳, 2

40～49歳, 1

65～74歳, 1

不明, 1

合計５件

男, 4

不明, 1

合計５件

やや低い, 2

低い, 3

合計５件

相談対象の機関を所管又

は相談内容に対応する機

関・部署等への引き継ぎ, 3

その他, 2

合計５件

その他（対応不要）

・障害の有無も不明であり、かつ元

交際相手との別れ話のもつれによ

るものであり、本人が対応不要との

意思表示をしているため。

・本人に連絡希望はなく、すでに和

解していたため。

20%

20%

20%
60%

0% 20% 40% 60%

障害はない,1

内部障害,1

難病,1

その他,3

N＝５

60%

40%

40%

0% 20% 40% 60%

身体的虐待,3

心理的虐待,2

経済的虐待,2

N＝５

軽度, 7
合計7件
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H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3
合計 47 58 76 77 81 86 88 83 73 103
養護者による虐待 33 43 59 56 57 53 38 52 47 61
施設従事者による虐待 7 7 10 12 16 22 36 22 20 34
使用者による虐待 0 2 4 0 3 6 8 7 3 3
その他 7 6 3 9 5 5 6 2 3 5

さいたま市における障害者虐待に関する相談・通報件数の推移
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